
団
法
人
野
田
市
開
発
協
会
及
び
一
般

財
団
法
人
野
田
市
開
発
協
会
の
経
営

状
況
／
野
田
市
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
／
野
田
業
務
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
の
経
営
状
況
／
株
式
会
社
野
田
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（
２
面
に
つ
づ
く
）

’１４
１　郷土の自然を愛し、平和で安全な環境を守ります
２　たがいに助け合い、すべての市民の幸福を願います
３　からだをきたえ、仕事に励み、楽しい家庭をつくります
４　きまりを守り、信頼と愛情を深め、心豊かな社会を築

きます
５　教養と文化を高め、自由と希望に満ちた郷土をめざし

ます

野 田 市 民 憲 章
（昭和５５年５月３日告示）

 
平
成　

年
第
２
回
定
例
市
議
会 

２６
避
難
行

避
難
行
動動
要要
支支

援援
者者

支
援
事

 

支
援
事
業業
やや

　
校
舎
校
舎
・・

体
育
体
育
館館

耐
震
補
強
工

 

耐
震
補
強
工
事事
のの
請請
負負
契契
約約

締
結

 

締
結
なな
どど

議

　
　
　
　

議
案案
とと
議
員
発
議
１

議
員
発
議
１
件件
をを
可
決
可
決

1313

《
報
告
》

平
成　

年
度
野
田
市
一
般
会
計
継
続

25

費
繰
越
計
算
書
／
平
成　

年
度
野
田

25

市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
継
続
費
繰

越
計
算
書
／
平
成　

年
度
野
田
市
一

25

般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
／

平
成　

年
度
野
田
市
下
水
道
事
業
特

25

別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
／

自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
の
経
営
状
況
／

野
田
市
国
民
保
護
計
画
の
変
更
／
専

決
処
分
の
報
告（
７
件
）

《
認
》

専
決
処
分
の
承
認（
２
件
）

《
可
決
さ
れ
た
議
案
》

字
区
域
の
変
更
及
び
設
定
／
野
田
市

税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
／
野
田
市
火
災
予

防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
／
野
田
市
行
政
組
織
条
例
及
び

野
田
市
都
市
公
園
整
備
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
／

野
田
市
立
宮
崎
小
学
校
教
室
棟
改
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結
／
野
田
市
立

第
一
中
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強

平
成　

年
度
野
田
市
用
地
取

25

得
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
／
平
成　

年
度
野

25

田
市
次
木
親
野
井
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
／
財

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
市
議
会
は
、
対
象
者
の
範
囲
を

26

拡
大
し
て
実
施
す
る
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
事
業
や
、

生
活
困
窮
家
庭
の
生
徒
へ
の
学
習
支
援
を
含
む
補
正
予
算

案
、
小
中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
請
負

契
約
締
結
な
ど　

議
案
と
議
員
発
議
１
件
を
可
決
し
、
６

13

月　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

30

校舎・体育館を順次耐震化（写真は工事の完了した北部小校舎・体育館を順次耐震化（写真は工事の完了した北部小））

災
害
発
生
時
に
備
え

　

仮
設
ト
イ
レ
の
供
給
協
定
を
締
結

　

災
害
発
生
時
の
避
難
所
な
ど
で

の
し
尿
処
理
は
、飲
料
水
の
確
保
と

直
し
し
た
地
域
防
災
計
画
で
は
、
避

難
所
な
ど
は
仮
設
ト
イ
レ
の
使
用
を

原
則
と
し
、
レ
ン
タ
ル
業
者
な
ど
か

ら
確
保
し
設
置
す
る
と
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
は
、
災
害
へ
の
備
え
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
６
月
６
日
、
市

内
に
配
送
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
旭
ハ
ウ

６月６日に締６月６日に締結結

ス
工
業
株
式
会
社
と
、
災
害
時
の

仮
設
ト
イ
レ
の
供
給
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
発

生
時
、
避
難
所
に
仮
設
ト
イ
レ
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
市
は
同

社
の
事
業
所
に
必
要
な
台
数
を
依

頼
し
、
同
社
が
指
定
す
る
配
送
セ

ン
タ
ー
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

と
も
に
重

大
な
課
題

と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
見



許許

　

市
は
、
今
年
度
か
ら
、「
子
ど
も
の

将
来
の
た
め
に
学
校
の
授
業
以
外
に

も
学
習
さ
せ
た
い
が
、
経
済
的
な
理

由
で
そ
の
費
用
が
負
担
で
き
な
い
」

と
い
う
家
庭
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開

講
し
学
習
を
支
援
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
中
学
３
年
生
を
対
象

に
、
高
校
受
験
に
向
け
た
補
習
授
業

を
市
内
各
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
教
員
の
経
験
者
や
大
学

生
な
ど
で
、
数
学
と
英
語
を
指
導
し

ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め

る
に
は
、
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
家

庭
環
境
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

保
護
者
に
対
し
て
も
、
家
庭
で
の
経

済
的
な
悩
み
の
相
談
を
受
け
、
解
決

や
自
立
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。

◆
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
概
要

【
開
講
日
】
８
月
２
日
土
～
平
成　
27

年
２
月
の
毎
月
第
１
・
第
３
・
第
５

土
曜
日
９
時　

分
～　

時　

分
（
学

15

11

30

校
行
事
な
ど
の
あ
る
日
や
年
末
年
始

を
除
く
）

【
場
所
】
各
中
学
校
区
の
公
民
館

【
対
象
教
科
】
数
学
、
英
語

【
対
象
者
】
学
費
や
生
活
費
の
補
助

を
受
け
て
い
る
家
庭
や
、
病
気
な
ど

の
理
由
で
失
業
・
休
業
中
の
家
庭
、

そ
の
ほ
か
、
何
ら
か
の
経
済
的
理
由

で
費
用
負
担
が
で
き
な
い
家
庭
の
中

学
３
年
生

※
野
田
市
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
市
役
所
２
階
）で
受
講
申
請
を
受

け
付
け
、
保
護
者
と
面
接
の
上
、
利
用

者
を
決
定
し
ま
す

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
野
田
市
パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
２
階
）
☎
７
１
２
５ 

２
２
１
２

－

議
長
・
副
議
長
の
選
挙
結
果

　

「
合
併
や
震
災
な
ど
を
経
て
、

野
田
市
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
中
、
議

会
も
若
い
世
代
の
議
員
が
増
え
、

様
変
わ
り
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

の
議
会
運
営
は
、
慣
習
に
頼
る
旧

態
依
然
と
し
た
方
法
で
は
、
難
し

い
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
鈴

木
有
議
長
。

　
「
最
近
は
、特
に
若
い
世
代
の
人

た
ち
の
柔
軟
な
発
想
や
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
議
会
に
は

若
い
人
を
は
じ
め
、
幅
広
い
世
代

の
方
が
い
て
、
同
じ
考
え
で
も
手

法
の
異
な
る
場
合
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
い
か
に
ま
と
め
る
か
が
自
分

の
仕
事
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
も
。

　

ま
た
、「
将
来
を
担
う
子
ど
も
達

に
、剣
道
を
通
し
て
礼
儀
や
人
を
思

い
や
る
気
持
ち
を
育
ん
で
ほ
し
い
」

と
、自
ら
道
場
に
足
を
運
び
、子
ど

も
達
に
指
導
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に「
常
に“
感
謝
”を
心
が
け

て
い
ま
す
。感
謝
の
気
持
ち
は
、父

親
の
生
き
方
が
手
本
に
な
っ
て
い

ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、定
例
市
議
会
で
、議
長・

11

副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
議　

長　

鈴
木　

有
議
員

◆
副
議
長　

鶴
岡　

潔
議
員野田市議会議長

鈴木　有さん

議

長

の

横

顔

若
い
世
代
の
意
見
も
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
に
反
映

工
事
請
負
契
約
の
締
結
／
野
田
市
立

川
間
小
学
校
管
理
・
教
室
棟
及
び
屋

内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約

の
締
結
／
野
田
市
立
山
崎
小
学
校
普

通
教
室
棟
及
び
管
理
・
特
別
教
室
棟

耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結
／

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

（
Ｃ
Ｄ 

Ⅰ
型
）ほ
か
の
購
入
／
野
田

市
道
路
線
の
認
定（
４
路
線
）／
野
田

市
道
路
線
の
廃
止（
２
路
線
）／
平
成

　

年
度
野
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

26（
第
１
号
）／
野
田
市
監
査
委
員
の
選
任

－

《
諮
問
》

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と（
３
件
）

《
可
決
さ
れ
た
議
員
発
議
》

「
手
話
言
語
法（
仮
称
）」の
制
定
を
求

め
る
意
見
書

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
生
活

困
窮
家
庭
の
生
徒
に
学
習
支
援

　

市
は
、「
子
ど
も
に
学
校
以
外
に
も
学
習
を
さ
せ
た
い

が
、
経
済
的
な
理
由
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う

家
庭
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
無
料
の
学
習
支
援
を
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
８
月
か
ら
高

校
受
験
に
向
け
た
補
習
授
業
を
行
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
募
集

　

市
は
、「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
で
中
学
生
を
指
導
す
る
講

師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
教
員
で
あ
っ
た
方
や
大

学
生
な
ど

【
業
務
内
容
】
数
学
と
英
語
の
指

導
・
支
援

【
謝
金
】
１
時
間
あ
た
り
千
円
・

交
通
費
支
給

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
障
が
い
者

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉

課
内
）



　

「
人
口
減
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

野
田
市
の
将
来
に
向
け
て
、
人
口

減
を
食
い
止
め
、
市
外
か
ら
人
を

呼
び
込
む
に
は
、
東
京
直
結
鉄
道

の
誘
引
が
重
要
で
す
。
長
期
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
話
す
鶴
岡
潔
副
議
長
。

　

「
議
会
で
は
、
常
任
委
員
会
の

活
性
化
を
進
め
る
た
め
、
現
在
、

検
討
委
員
会
を
設
け
て
方
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。委
員
会
の
活
性
化

が
、
議
会
全
体
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」と
も
。

　

ま
た
、「
先
の
選
挙
で
若
手
議
員

が
増
え
ま
し
た
。議
会
に
も
マ
ナ
ー

が
あ
り
、理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
す
。若
手
議
員
を
育
て
る
こ
と

も
仕
事
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
副
議

長
と
し
て
の
取
り
組
み
を
語
り
ま
す
。

　

最
後
に
「
今
の
時
代
は
物
ま
ね

で
は
な
く
、
新
し
く
創
造
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
論
語
に
温
故
知

新
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

『
創
造
』に
重
き
を
お
い
て
、
造
語

で
す
が『
温
故
創
新
』を
常
々
心
掛

け
て
い
ま
す
」
と
締
め
ま
し
た
。

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
人
口
減
に
歯
止
め
を

　
　
　
　
　
　
　

議
会
の
活
性
化
対
策
も

議

長

の

横

顔

副

野田市議会副議長
鶴岡　潔さん

距

 
東
京
理
科
大
学
と
の
連
携
で

 　
 
中
学
校
数
学
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置 

　

市
は
、
中
学
生
の
学
力
向
上
へ
の

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ひ
と

つ
の
授
業
を
複
数
の
教
員
で
組
織
的

に
指
導
す
る
「
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
」
や
通
常
の
学
級
よ
り
少
な

い
人
数
に
分
け
て
指
導
す
る
「
少
人

数
授
業
」、生
徒
の
理
解
度
に
応
じ
て

グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
指
導
す
る
「
習

熟
度
別
授
業
」
を
導
入
し
、基
礎
的
・

基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
二
川
・
木
間
ケ
瀬
・
北

部
・
南
部
の
４
中
学
校
で
は
、
数
学

の
指
導
に
必
要
な
少
人
数
指
導
教
員

を
県
に
要
請
し
て
い
た
も
の
の
、
配

置
さ
れ
ず
、
十
分
な
指
導
が
行
え
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
は
独
自
に
「
中
学
校
数
学
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
７
月
か
ら
配
置
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

数
学
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
数
学
の
専

門
的
な
知
識
を
も
っ
た
人
材
を
配
置

す
る
た
め
、
東
京
理
科
大
学
と
連
携

し
、
現
役
の
大
学
生
や
大
学
院
生
を

指
導
者
と
し
て
雇
用
し
、
通
常
の
授

業
中
に
週
３
か
ら
４
日
ほ
ど
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

土
曜
授
業
や
補
習
で
も
活
用

　

ま
た
、市
は
４
月
か
ら
、全
公
立
中

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

市
は
、
平
成　

年
度
を
初
年
度
と

28

す
る
次
期
野
田
市
総
合
計
画
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
報
３
月　

日
号
と
と
も
に
配
布

15

 
皆
さ
皆
さ
んん
のの
意
見
意
見
をを
反
映
反
映
しし

総
合
計
画
骨
格

　
　
       
総
合
計
画
骨
格
案案
をを
決
定
決
定

学
校
の
生
徒
が
数
学
を
中
心
に
学
習

す
る
土
曜
授
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
全　

回
の
実
施
を
予

17

定
し
て
い
ま
す
が
、
通
常
の
形
の
授

業
に
加
え
、
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
・
少
人
数
授
業
・
習
熟
度
別
の

授
業
も
行
う
こ
と
か
ら
、
数
学
サ
ポ

ー
タ
ー
も
学
習
支
援
員
と
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
の
補
習
に
も
役
立

て
て
い
く
予
定
で
す
。

　

数
学
サ
ポ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、
複

数
の
指
導
者
に
よ
る
授
業
を
可
能
に

し
て
、
き
め
細
や
か
な
授
業
を
行
う

こ
と
で
、
生
徒
が
数
学
に
興
味
や
関

心
を
持
ち
、「
分
か
る
喜
び
」
や
「
学

ぶ
楽
し
さ
」
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
確
か
な
学
力
の
定
着
に
つ
な
げ

て
い
く
考
え
で
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

見
と
ご
提
案
を
頂
き
、
５
月　

日
の

28

総
合
計
画
審
議
会
で
議
論
し
て
い
た

だ
い
た
結
果
、
骨
格
案
を
一
部
修
正

し
、
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
度
中
に
素
案
を
作
成　

　

今
後
は
、
総
合
計
画
骨
格
案
で
設

定
し
た
将
来
都
市
像
と
６
つ
の
基
本

目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
具
体
的

な
施
策
や
主
な
事
業
を
定
め
る
素
案

づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
期
総
合
計
画
素
案
が
ま
と
ま
り

次
第
、
改
め
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
手
続
な
ど
で
広
く
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
伺
う
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

し
た
総
合
計
画

骨
格
案
に
対
し
、

３
月
に
募
集
し

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続

や
４
月
に
行
っ

た
地
区
別
懇
談

会
、
各
界
懇
談

会
を
通
じ
て
皆

さ
ん
か
ら
ご
意

将来都市像

～人のつながりがまちを変える～
みんなでつくる　学びと笑顔あふ
れる　コウノトリも住めるまち

基本目標

①自然環境と調和するうるおいのある都市

②生き生きと健やかに暮らせる都市

③豊かな心と個性を育む都市

④安全で利便性の高い快適な都市

⑤市民がふれあい協働する都市

⑥活力とにぎわいに満ちた都市



鋸

公
契
約
条
例
改
正
案
へ

　
　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　

市
は
、
平
成　

年
９
月
に
全
国
初

21

と
な
る
公
契
約
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。
下
請
事
業
者
も
含
め
て
、
そ
の

業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
賃
金
を
、

市
が
定
め
る
最
低
額
以
上
に
義
務
付

け
る
こ
と
で
、
労
働
者
の
適
正
な
労

働
条
件
を
確
保
で
き
る
も
の
と
し
、

　

年
４
月
以
降
に
市
が
締
結
す
る
契

22約
か
ら
適
用
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
条
例
制
定
後
も
適
用
範

囲
の
順
次
拡
大
や
内
容
の
充
実
を
図

る
と
い
う
市
の
基
本
的
方
針
に
基
づ

い
て
条
例
を
改
正
す
る
た
め
、
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
、
施
策
に
反

映
さ
せ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

改
正
案
は
、
管
財
課
の
窓
口
か
市

役
所
と
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図
書

館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
は
、
７
月　

日
鐘
か

16

ら
８
月　

日
障
ま
で
に
、
所
定
の
用

14

紙
か
任
意
の
書
式
で
直
接
持
参（
土
・

日
・
□祝
 

を
除
く
）
か
、
閲
覧
場
所
に

あ
る
意
見
投
函
箱
に
投
函
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
の
ほ
か
、
郵

送
（
８
月　

日
障
の
消
印
有
効
）、
フ

14

〒　
 

８
５
５
０
野
田
市
役
所
管
財

278
課
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
頂
い
た
意
見
の
概
要
や
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、

個
人
情
報
を
除
き
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
管
財
課

－

ァ
ク
ス（
思
７
１
２
２ 

１
５
５
７
）

で
、「
野
田
市
公
契
約
条
例
の
改
正

（
案
）に
対
す
る
意
見
」
と
明
記
し
、

－

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距
　

７
月　

日
障
と
８
月　

日
鉦
の
午

17

11

前
５
時
か
ら
午
前
８
時
ご
ろ
ま
で
、

小
山
、
船
形
、

目
吹
、
木
野
崎

の
玄
米
黒
酢
農

法
に
取
り
組
む

水
田
で
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ

る
玄
米
黒
酢（
食
酢
）の
一
斉
散
布
を

実
施
し
ま
す
。

　

散
布
中
は
、
地
元
農
業
者
や
市
職

員
が
、
区
域
内
の
通
行
を
制
限
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、雨
天
の
場
合
は
順
延
で
す
。

【
問
合
せ
】
農
政
課

約３８０ヘクタールに散布 ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
玄
米
黒
酢
を
散
布

　

市
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
保

険
診
療
分
の
医
療
費
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
場
合
は
通

院
・
入
院
・
調
剤
費
を
対
象
に
、小
学
校

４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

場
合
は
入
院
費（
保
険
診
療
分
）を
対

象
に
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、受
給
券
を
お
持
ち
の
世
帯
に
、

８
月
１
日
か
ら
平
成　

年
７
月　

日

27

31

ま
で（
小
学
校
３
年
生
の
場
合
は
入
院

専
用
受
給
券
へ
切
り
替
え
の
た
め
、中

学
校
３
年
生
の
場
合
は
助
成
終
了
の

た
め
、　

年
３
月　

日
ま
で
）有
効
の

27

31

受
給
券
を
７
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
給
券
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、児
童
家
庭
課
か
関
宿
支
所
、各

出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

子
ど
も
医
療
費
助　
　

成

 

受
給
券
を
発
送

総
合
公
園
水
泳
場
が
開
場

　

１
周　

メ
ー
ト
ル
の
流
水
プ
ー
ル

280

な
ど
が
あ
る
総
合
公
園
水
泳
場
が
、

円
（
中
学
生
以
下　

円
）、　

時
以
降

270

15

の
入
場
は　

円（
中
学
生
以
下　

円
）

270

60

　

ま
た
、
入
場　

回
分
が
６
千　

円

11

990

（
中
学
生
以
下
は
２
千　

円
）の
回
数

770

券（
購
入
年
度
内
有
効
）も
販
売
し
て

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
合
公
園
☎
７
１
２
５

 

１
１
５
５

－

今
年
も
９
月
７

日
醤
ま
で
開
場

し
て
い
ま
す
。

【
開
場
時
間
】

９
時
～　

時
18

【
入
場
料
】　
690

競技競技用用や子どや子どももプールプールもも

市
の
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に

就
い
て
い
な
い
、
③
市
の
議
員
・
常

勤
職
員
で
な
い
、
④
平
日
の
会
議
に

参
加
で
き
る
、
⑤
公
共
下
水
道
供
用

開
始
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る（
公
共

下
水
道
運
営
審
議
会
委
員
の
み
）

【
応
募
方
法
】
申
込
書
に
左
表
の
テ

ー
マ
の
小
論
文（　

字
以
内
）を
添
え

800

て
、
７
月　

日
障
ま
で
の
消
印
有
効

31

で
各
担
当
課
に
郵
送
か
直
接
持
参

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
応
募
可

　

な
お
、
申
込
書
な
ど
の
受
付
後
、

面
接
を
行
い
、
選
考
結
果
は
、
応
募

さ
れ
た
方
全
員
に
通
知
し
ま
す
。　

公
共
下
水
道
と
文
化
セ
ン
タ
ー
の

　
 
運
営
審
議
会
で
女
性
委
員
を
公
募

審
議
会
名

野
田
市
公
共
下
水
道

運
営
審
議
会

野
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

運
営
審
議
会

募
集
人
数

1
人

（
女
性
）

1
人

（
女
性
）

小
論
文（　

字
以
内
）

８００

の
テ
ー
マ

環
境
問
題
と
下
水
道
に

つ
い
て

市
民
参
加
型
の
文
化
事

業
に
つ
い
て

担
当
課
（
問
合
せ
）

〒　
 

８
５
５
０
野
田
市
役
所

２７８
下
水
道
課
－

〒　
 

0
0
0
3
鶴
奉
５
番
地
の
１

２７８
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
４
・
１
５
５
５

－

　

市
は
、
２
つ
の
審
議
会
で
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、募
集
案
内
の
内
容

を
確
認
の
上
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
案
内
】
各
担
当
課
窓
口
や
市

役
所
と
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
（
公
共
下
水
道
運
営
審

議
会
は
関
宿
支
所
の
み
）、
南
・
北
・

中
央
の
各
出
張
所
で
配
布

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

【
募
集
期
間
】
７
月　

日
障
ま
で

31

【
応
募
資
格
】
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方
＝
①
７
月　

日
現
在
、　

歳
以

31

20

上
で
選
挙
権
を
有
し
、
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
て
い
る
女
性
、②
公
募
で

■募集概要



ま
め
バ

 

ま
め
バ
スス
がが
迂
回
ル
ー

迂
回
ル
ー
トト
にに

夏
ま
つ
り

期
間
中

漁

【
対
象
と
定
員
】
小
学
生
以
上
（
市

民
優
先
）・　

人（
抽
選
）

40

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
７
月　

日
木

31

ま
で
に
返
信
用
は
が
き
持
参
で
各
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
か
往
復
は
が
き（
住

所
・
氏
名
・
☎
・
学
年
を
明
記
）で
〒

　
 

０
０
３
５
中
野
台　
 

１
興
風

278

168

図
書
館
☎
７
１
２
３ 

７
６
１
１
へ

－

－

－

　

「　

ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
真
夏
の

Dr.

自
然
災
害
実
験
教
室
」
を
、
８
月
８

日
鞘　

時
か
ら　

時　

分
ま
で
興
風

14

15

30

図
書
館
で
開
催
し
ま
す
。

　
 
納  
口  
恭  
明 
氏（
理
学
博
士
）が　

ナ

の
う 
ぐ
ち 
や
す 
あ
き

Dr.

ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に 
扮 
し
、
な
だ
れ
や

ふ
ん

突
風
、
落
石
、
地
震
な
ど
の
災
害
を

ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
再
現
し
ま
す
。

　

７
月　

日
鞘
、　

日
日
、
８
月

18

20

２
日
土
、９
日
土
、　

日
日
は
、「
三

10

ケ
町
夏
祭
り
」と「
野
田
み
こ
し
パ

レ
ー
ド
」「
野
田
夏
ま
つ
り
躍
り
七

夕
」
で
、
本
町
通
り
付
近
の
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
、
ま
め
バ
ス
は　

時
か

10

ら
終
車
ま
で
迂
回
運
行
し
、
迂
回

ル
ー
ト
内
に
バ
ス
停
が
あ
っ
て
も

停
ま
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
始
発
か
ら　

時
ま
で

10

の
発
車
便
は
、通
常
運
行
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

　

平
成　

年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

27

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】
一
般
行
政
職（
上
級
）

＝　

人
程
度
、
一
般
行
政
職（
初
級
）

10

＝
２
人
程
度
、
一
般
行
政
職
（
身
体

障
が
い
者
対
象
）
＝
１
人
程
度
、
土

木
技
術
職（
上
級
）＝
２
人
程
度
、
消

防
士（
初
級
）＝
２
人
程
度

【
受
験
申
込
書
の
配
布
・
請
求
】
８

月　

日
鞘
ま
で
の
８
時　

分
～　

時

15

30

17

　

分（
土
・
日
・
□祝
 

は
除
く
）、市
役
所

15（
人
事
課
）、関
宿
支
所
、南
・
北
・
中

央
の
各
出
張
所
で
配
布
。
郵
送
に
よ

る
請
求
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

「
職
員
の
採
用
」の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
可

【
受
験
申
込
書
の
受
付
】
７
月　

日
29

鍾
～
８
月　

日
鞘
の
８
時　

分
～　

15

30

17

時　

分（
土
・
日
は
除
く
）に
申
込
書

15
（
写
真
貼
付
）と
受
験
票
を
人
事
課
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
（
８
月　

日
金
の

15

消
印
有
効
）

　

直
接
持
参
か
郵
送
か
に
よ
り
申
込

方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
受
験
申

込
書
の
配
布
先
か
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
で
き
る
受
験
案
内
を
熟
読

の
上
、
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

は
、
７
月　

日
鍾
８
時　

分
か
ら
８

29

30

月　

日
鉦　

時　

分
ま
で
の
受
信
が

11

17

15

有
効
で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
職

員
の
採
用
」
の
ペ
ー
ジ
で
申
込
方
法

を
確
認
の
上
、「
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
」
の
ペ
ー
ジ
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
試
験
日
】
第
一
次
＝
９
月　

日
日

21

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
か
人
事
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
人
事
課

　

我
が
国
に
お
け
る
家
計
の
実
態
を

調
査
し
、
全
国
及
び
地
域
別
の
世
帯

の
消
費
や
所
得
、
資
産
に
関
わ
る
構

造
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
総
務

省
で
は
無
作
為
抽
出
に
よ
り
選
定
し

た
全
国
約
５
万
６
千
世
帯
（
野
田
市

で
は　

世
帯
）
を
対
象
と
し
て
９
月

120

か
ら　

月
に
か
け
て
調
査
を
実
施
し

11

ま
す
。

　

調
査
対
象
区
域
に
は
、
７
月
中
旬

か
ら
顔
写
真
入
り
の
「
調
査
員
証
」

を
携
帯
し
た
統
計
調
査
員
が
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
名
簿
の
作
成
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

地元校の吹奏楽部も登場

で
本
町
通
り
周
辺
（「
愛
宕
駅
」
下
車

徒
歩
約
５
分
）で
開
催
さ
れ
ま
す（
雨

天
決
行
）。

　

伝
統
の
「
お
ど
り
パ
レ
ー
ド
」
や

「
竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
ほ
か
、

各
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
音
楽
や
ダ
ン
ス

な
ど
の
催
し
を
実
施
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
野
田
夏
ま
つ
り
躍
り
七

夕
実
行
委
員
会（
商
工
課
内
）☎
７
１

２
３ 

１
０
８
５

－

　

野
田
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
「
野

田
夏
ま
つ
り
躍
り
七
夕
」
が
、
８
月

９
日
上
、　

日
醤　

時
か
ら　

時
ま

10

14

21

４
月
１
日
採
用
の

　
　
　
　

職
員
を
募
集

全
国
消
費
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

ル
ー
ト

北新
北中南新

南

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停

清
水
経
由

堤
台
経
由

中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
上
町

中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
琴
平
通
り
入
口
、
仲
町
、
上
町

中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
仲
町
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
前

今
上
経
由

花
井
経
由

中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
上
町
、
辻
前

中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
上
町

中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
琴
平
通
り
入
口

上
町
、
仲
町
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
前

※関宿城・新北・中・新南ルートは
　土、日、□祝 は運行していません

■迂回ルートとバス停

野
田
夏
ま
つ
り
躍
り
七
夕

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で

利用には事前にルートの確認利用には事前にルートの確認をを

平成２７年度◎
武
者
土
囃
子
が
中
止
に
…
市
報
７
月
１
日
号　

面
に
掲
載
し
た
「 
武  
者  
土 

む 
し
ゃ 
ど

１７

 
囃  
子 
」
は
、
主
催
者
の
都
合
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
問
社
会
教
育
課

ば
や 
し

◎
訂
正
と
お
詫
び
…
市
報
７
月
１
日
号
９
面
に
掲
載
し
た
「
夏
季（
７
月
～
９
月
）の
料
金
」
の
表
中
、
け
や
き
コ
ー
ス

の
早
朝
ハ
ー
フ
の
料
金
は
、
正
し
く
は
平
日
が
３
千　

円
、
休
日
が
５
千　

円
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

２０

１２０



「
古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
勾
玉
を

つ
く
ろ
う
！
」
…
８
月
４
日
月
、
８

日
金　

時
～
正
午
。
①
③
は
先
着　

10

20

人（
③
は
各
回
）。
②
は
当
日
会
場
受

付
。
①
③
は　

円
で
、
申
込
み
は
７

100

月　

日
日
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

20
郷
土
博
物
館
☎
７
１
２
４ 

６
８
５

１
・
思
７
１
２
４ 

６
８
６
６
へ

◆
大
正
琴
お
ひ
ろ
め
会　

７
月　

日
26

上　

時
～　

時
文
化
会
館
で
。
琴
や

13

16

木
村
正
義
氏
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
）

を
迎
え
て
の
演
奏
。
当
日
会
場
へ
。

問
小
林
☎
７
１
２
５ 

１
７
０
２

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田　

７
月　

日
27

日
９
時　

分
～
正
午
総
合
福
祉
会
館

30

で
。
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。
部

品
代
は
実
費
負
担
。当
日
会
場
受
付
。

問
本
田
☎
７
１
２
９ 

７
４
９
５

◆
野
田
市
音
楽
を
楽
し
む
会
定
期
コ

ン
サ
ー
ト　

７
月　

日
日　

時
～　

27

14

16

時
興
風
会
館
で
。
ピ
ア
ソ
ラ
作
曲

「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」
な
ど
。
当
日
会

場
へ
。
問
新
村
☎　
 

５
８
７
５ 

050

７
１
５
３

◆ 
北  
墨 
会
・
水
曜
会
合
同
水
墨
画
展

ほ
く 
ぼ
く

　

７
月　

日
水
～
８
月
５
日
火
９
時

30

～　

時
（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終

17
日
は　

時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い

15

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。　

点
。
問
大
隈
☎

60

７
１
２
９ 

４
６
０
９

◆
野
田
み
こ
し
パ
レ
ー
ド　

８
月
２

日
土　

時
～　

時
本
町
通
り
周
辺

15

22

－

－

－－－

－

－

資
料
が
必
要
な
方
の
み　

円
。
問
清

800

水
☎
７
１
２
２ 

３
９
５
１

◆
サ
ン
ス
マ
イ
ル
「
愛
・
あ
い
」　

７

月　

日
木　

時
～　

時　

分
文
化
会

24

13

16

30

館
で
。
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
通
じ
て

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
と
交
流
。
手
話

通
訳
、
要
約
筆
記
、
磁
気
ル
ー
プ
あ

り
。
当
日
会
場
へ
。
問
市
村
☎
７
１

２
４ 

９
２
９
７

◆
柏
水
彩
会
展　

７
月　

日
鞘
～
８

25

月
１
日
鞘
９
時
～　

時
（
初
日
は
正

18

午
か
ら
、
最
終
日
は　

時
ま
で
）
さ

16

わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）

で
。
約　

点
。
問
中
島
☎
７
１
５
９

120

 

１
４
４
３

◆
郷
土
博
物
館
で
イ
ベ
ン
ト　

①
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
漫
画
を
描
い
て
み

よ
う
！
」
…
７
月　

日
土
、
８
月
９

26

日
土
、　

日
土　

時
～
正
午
。
全
３

23

10

回
。
も
ろ
た
だ
し
氏
（
野
田
ま
ん
が

ク
ラ
ブ
創
設
メ
ン
バ
ー
）
に
よ
る
身

近
な
出
来
事
や
話
題
の
１
コ
マ
漫
画

や
４
コ
マ
漫
画
を
使
っ
た
伝
え
方
。

２
回
以
上
参
加
で
き
る
方
。
小
学
生

以
上
。
②
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
…
７
月　

日
、８
月　

日
、

27

10

　

日
、
９
月　

日
の
日　

時　

分
～

24

14

13

30

　

時
、
８
月
２
日
、　

日
、
９
月
６

14

16

日
、　

日
の
土　

時
～　

時　

分
。

20

11

11

30

７
月　

日
、
８
月　

日
、　

日
は
子

27

16

24

ど
も
向
け
解
説
と
塗
り
絵
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り
。
③
子
ど
も
体
験
教
室

－

－

－

③
ミ
ニ
テ
ニ
ス
無
料
体
験
教
室
…
８

月
９
日
～
９
月　

日
（
８
月　

日
除

13

16

く
）
の
土　

時
～　

時
。
全
５
回
。

13

14

　

人（
抽
選
）。
申
込
み
は
①
は
７
月

30
　

日
土
、
②
③
は
８
月
２
日
土
ま
で

26に
電
話
か
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏

名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・

１
家
族
１
通
）
で
〒　
 

０
２
２
５

270

平
井　

関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎
７

401

１
９
８ 

８
５
０
０
へ

◆
ハ
ー
ブ
&
ア
ロ
マ　

７
月　

日
木

31

　

時
～　

時　

分
福
田
公
民
館
で
。

10

11

30

ラ
ベ
ン
ダ
ー
オ
イ
ル
で
ア
ロ
マ
ス
プ

レ
ー
作
り
。
先
着
７
人
。
２
千
円
。

申
込
み
は
７
月　

日
火
か
ら
仁
藤
☎

22

　
 

５
８
２
５ 

９
９
０
５
へ

090◆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
健
康
ク
ラ
ブ「
オ

ー
バ
ル
ボ
ー
ル
」楽
習
会　

８
月
３

日
醤　

時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館

10

で
。
卵
型
の
楕
円
球
を
前
方
の
得
点

ゾ
ー
ン
に
転
が
す
ゲ
ー
ム
。
小
学
生

以
上
。
先
着　

人
。　

円
。
申
込
み

20

500

は
前
日
ま
で
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス

（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
☎

を
明
記
）
で
〒　
 

０
０
０
２
木
野

278

崎
１
７
５
８ 
　
 

野
田
レ
ク
リ
エ

48

ー
シ
ョ
ン
協
会
・
神
山
思
７
１
２
４

－

－

－

－

－

－

 

０
０
３
９
へ
。
問
渡
辺
☎　
 

７

090

８
２
２ 

８
５
１
２

◆
寺
子
屋
講
座　

８
月
３
日
日　

時
13

　

分
～　

時　

分
市
民
会
館
で
。
田

30

15

30

中
和
孝
氏
（
野
田
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

の
会
代
表
）
に
よ
る
「
異
常
気
象
と

温
暖
化
」。
先
着　

人
。　

円（
高
校

20

500

生
以
上
の
学
生　

円
）。申
込
み
は
７

250

月　

日
醤
か
ら 

野
田
文
化
広
場
☎

20
７
１
２
４ 

６
８
５
１
・
思
７
１
２

４ 

６
８
６
６
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
懐
か
し
い
映
画
を
楽
し
む
集
い　

７
月　

日
土　

時　

分
～　

時　

分

19

13

30

15

40

野
田
公
民
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。

古
今
亭
志
ん
朝
の
落
語
「
百
年
目
」、

「
火
炎
太
鼓
」を
上
映
。
先
着　

人
。

65

当
日
会
場
受
付
。
問
佐
々
木
☎
７
１

２
９ 

２
４
３
８

◆
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進　

７
月　

日
日
９
時
～　

時
は
関
宿
中

20

10

央
公
民
館
か
ら
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
周

辺
コ
ー
ス
、　

時　

分
～　

時　

分

10

30

11

30

は
野
田
南
部
診
療
所
駐
車
場
か
ら
み

ず
き
周
辺
コ
ー
ス
で
。当
日
会
場
へ
。

問
黒
澤
☎
７
１
５
７ 

３
５
５
５

◆
一
日
歌
声
喫
茶
・
童
謡
の
会　

７

月　

日
月
、　

日
醤　

時　

分
～　

21

27

13

30

15

時　

分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

30
ル
で
。　

日
は
日
本
・
世
界
の
青
春

21

歌
、　

日
は
童
謡
に
親
し
み
歌
う
。

27

－

－

－

－

－

－

－

教
室
・
講
演
会

◆
夏
休
み
習
字
宿
題
教
室　

７
月　
24

日
、　

日
、
８
月
７
日
の
木　

時
～

31

16

　

時
、
７
月　

日
、
８
月
６
日
の
水

17

30

　

時
～　

時
、
８
月
３
日
、　

日
の

16

17

10

日
９
時
～　

時
中
央
公
民
館
で
。小
・

10

中
学
生
。
各
回
先
着　

人
。
千　

円
。

10

500

申
込
み
は
７
月　

日
日
か
ら
鈴
木
☎

20

　
 

４
４
３
９ 

４
８
０
３
へ

090◆
夏
休
み
少
年
卓
球
教
室　

７
月　
26

日
～
８
月　

日
の
土　

時
～　

時
、

24

14

17

日
９
時
～　

時　

分
川
間
体
育
館

12

30

で
。
全　

回
。
小
学
生
。
３
千
円
。

10

申
込
み
は
７
月　

日
日
ま
で
に
白
石

20

☎
７
１
９
８ 

０
２
３
０
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
で
各
種
教
室
な
ど

　

①
ダ
ン
ス
&
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
…

７
月　

日
～　

月
７
日（
８
月
５
日
、

29

10

　

日
、
９
月　

日
除
く
）
の
火　

時

12

16

10

～　

時　

分
。
全
８
回
。　

歳
以
上
。

10

50

20

　

人（
抽
選
）。
４
千　

円
。
②
初
心

30

100

者
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー

ク
ル
…
８
月
５
日
～
９
月
２
日
（
８

月　

日
除
く
）
の
火　

時
～　

時
。

12

19

21

全
４
回
。　

歳
以
上
の
女
性
。
５
人

18

（
抽
選
）。千　

円
。ラ
ケ
ッ
ト
持
参
。

540

－

－

－

禦



最後に“すれ違い”を最後に“すれ違い”を披披露露
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皿
皿
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皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
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皿
皿
皿
皿
皿
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皿
皿
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皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

１（
公
社
）野
田
青
年
会
議
所
☎
７
１

２
２ 

９
２
５
６
・
思
７
１
２
２ 

９
２
４
９
へ

募　

集

◆
学
童
保
育
所
の
臨
時
職
員
（
指
導

員
代
替
）　

勤
務
は
７
月　

日
火
～

22

８
月　

日
土（
日
除
く
）の
８
時
～　

30

18

時　

分
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
時
間
。

30
市
内
学
童
保
育
所　

か
所
。
時
給
千

14

　

円
。
有
給
休
暇
・
社
会
保
険
・
通

110勤
手
当
な
し
。
保
育
士
資
格
不
要
。

問
児
童
家
庭
課

◆
臨
時
教
職
員
候
補
者（
講
師
）の
登

録
会　

８
月
５
日
火
９
時　

分
か
ら

30

東
葛
飾
合
同
庁
舎（
松
戸
市
）で
。
東

葛
飾
教
育
事
務
所
管
内（
松
戸
・
柏
・

野
田
・
流
山
・
我
孫
子
・
鎌
ケ
谷
）の

小
・
中
学
校
に
勤
務
を
希
望
す
る
方
。

－

－

（「
愛
宕
駅
」下
車
徒
歩
約
５
分
）で
。

雨
天
決
行
。　

時　

分
か
ら
子
ど
も
み

15

30

こ
し
、　

時　

分
か
ら
市
内
各
地
域
の

17

10

　

基
の
み
こ

12し
が
練
り
歩

く
。問
同
実

行
委
員
会

（
野
田
商
工

会
議
所
内
）

☎
７
１
２
２

 

３
５
８
５

－

柏
の
葉
５ 

４ 

６
東
葛
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
☎
７
１
３
３ 

０
１
３
９
へ

◆
ド
イ
ツ
演
奏
旅
行
記
念
特
別
演
奏

会　

８
月　

日
日　

時
か
ら
興
風
会

10

14

館
で
。
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

の
弦
楽
合
奏
と
地
域
青
少
年
ら
の
朗

読
。
千
円
（
中
学
生
以
下　

円
）。申

500

込
み
は
当
日
ま
で
に（
一
社
）Ｓ
Ｆ
Ｓ

合
奏
団
事
務
局
☎
７
１
５
２ 

３
８

３
４
へ

◆
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
N
O

D
A　

８
月　

日
土　

時　

分
～　

16

17

30

17

日
日
９
時
。
総
合
公
園
を
ス
タ
ー
ト

と
ゴ
ー
ル
に
市
内
約　

キ
ロ
メ
ー
ト

30

ル
を
歩
く
。
小
学
４
年
生
以
上
（
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。事
前
登

録
千
円（
当
日
千　

円
）。
申
込
み
は

500

８
月　

日
日
ま
で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク

10

ス
で
〒　
 

０
０
３
５
中
野
台　
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168

－

－

－

－

－

－

◎社会福祉施設整備基金に…諮４６,３５０円＝
野田市建築業組合組合長染谷建一郎様

問
県
教
育
庁
東
葛
飾
教
育
事
務
所
管

理
課
☎　
（　

）２
１
２
４

047
361

◆
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
補
助
員

（
臨
時
）　

勤
務
は
月
～
金
の
８
時　
30

分
～　

時　

分
の
う
ち
指
定
さ
れ
た

17

15

時
間
。
雇
用
は
３
か
月
（
更
新
の
可

能
性
あ
り
）。
窓
口
対
応
、パ
ソ
コ
ン

業
務
な
ど
。
時
給　

円
。
詳
細
は
同

830

協
議
会
☎
７
１
２
４ 

３
９
３
９
へ

◆
わ
が
家
の
犬
・
猫
写
真
コ
ン
ク
ー

ル　

L
判
の
写
真
３
枚（
返
却
不
可
）

ま
で
。
し
つ
け
な
ど
適
正
飼
育
の
コ

メ
ン
ト
（　

字
詰
原
稿
用
紙
１
枚
以

400

内
）
を
添
え
る
。
県
内
在
住
の
方
。

全
て
の
写
真
の
裏
に
住
所
、
氏
名
、

☎
を
記
入
し
、
８
月　

日
日
必
着
で

31

〒　
 

０
０
０
１
千
葉
市
中
央
区
都

260
町　
 

３（
公
財
）県
動
物
保
護
管
理

463
協
会
☎　
（　

）７
８
１
４
へ

043
214

－

－－

魚

資源物（その２）

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

　紙類は、次の４種類に分けて、それぞ
れをひもで十文字に縛って出してくだ
さい。
①新聞紙…折り込み広告と一緒で構いま
せんが、雑誌と一緒に出すことはできま
せん。
②飲料用紙パック…注ぎ口など紙以外の
部分を取り除き、水でよくすすいで切り
開き、十分に乾燥させてください。な
お、再生紙（内側が茶色のもの）やアル
ミが使われているものは、可燃ごみにな
ります。
③ダンボール…留め金などの金具を取り
除き、開いてつぶします。
④その他雑紙…雑誌や包装紙、紙袋、は
がきや名刺などの小さい紙も含みます。
雑誌は袋に入れずに縛って、はがきやレ
シート（感熱紙を除く）などの小さい紙
は、必ず紙袋に入れてください。
　なお、ビニール加工、カーボン紙、洗
剤やせっけんなどの匂いのついた紙製の
容器は、可燃ごみになります。

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

●犯●罪●発●生●件●数
本年の発生件数：７８８件　　　 　　前年比（－２３９件）
空 き 巣 ３６件（－１０件）　　忍び込み １６件（－３９件）
ひったくり ２件（－９件）　自動車盗 ４６件（－２４件）
自転車盗 １３８件（－４１件）　車上狙い ８６件（＋１１件）
そ の 他 ４６４件（－１２７件）

野田警察署管内（平成２６年６月３０日現在の暫定件数）

●交●通（人身）●事●故
本年の発生件数：２７１件     前年比 （－３６件）
死亡者２人（－３人）    負傷者３５４人 （－３３人）
            野田警察署管内（平成２６年６月３０日現在の暫定件数）

●火 ●災 ●件 ●数
６月の発生件数：２件　  ２６年累計（３７件）
建物火災１件（２０件）　　林野火災０件（６件）
車両火災１件（１件）   そ　の　他０件（１０件）

◎
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
申
込
開
始
日　
　

月
、　

月
分
の
申
し
込
み
は
、
８
月
１
日
金
９
時
か
ら
管
財
課
で
。

１０

１１

使
用
期
間
は
水
曜
か
ら
翌
週
火
曜
日
ま
で
の
７
日
間
。
９
時
の
時
点
で
複
数
の
申
込
み
が
あ
る
場
合
は
抽
選
。
問
管
財
課

◎
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
講
習
会
…
８
月
３
日
日　

時
か
ら
総
合
公
園
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
で
。高
校
生
以
上
。月
額
使
用
料

１０

市
民
千　

円
、市
民
以
外
２
千　

円
。当
日
会
場
受
付
。軟
ら
か
い
靴
と
印
鑑
を
持
参
。問
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１
２
５ 

１
１
５
５

３９０

８５

－

…
８
月　

日
火　

時
～　

時　

分
。

12

10

11

30

③
お
弁
当
を
食
べ
よ
う
！
…
８
月　
21

日
障　

時
～　

時
。
④
育
児
相
談
日

10

13

…
８
月　

日
水　

時　

分
～　

時　

27

10

30

11

30

分
。
①
③
④
は
０
歳
～
３
歳
の
子
と

親
。
い
ず
れ
も　

円
。
申
込
み
は
①

50

②
は
当
日
会
場
受
付
。
③
④
は
先
着

５
組
で
７
月　

日
火
か
ら
電
話
で 

22

ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１
２
４ 

１
３
６

７
へ　
　

◆
夏
休
み
科
学
教
室　

８
月
７
日

木
、
８
日
金　

時
～　

時
東
葛
テ
ク

10

16

ノ
プ
ラ
ザ（
柏
市
）で
。
施
設
見
学
や

電
磁
波
の
実
験
な
ど
。
小
学
５
、
６

年
生
と
保
護
者
。
各　

組
（
抽
選
）。

25

　

円
。
申
込
み
は
７
月　

日
木
必
着

100

24

で
は
が
き（
希
望
日
・
保
護
者
と
児
童

氏
名
・
学
校
名
・
性
別
・
住
所
・
☎

を
明
記
）で
〒　
 

０
８
８
２
柏
市
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－

－

◆
平
和
祈
念
朝
起
会　

８
月
６
日
水

５
時
～
６
時
清
水
正
光
館
で
。
青
少

年
の
健
全
育
成
と
平
和
を
祈
念
し
て
。

高
校
生
以
上
。
当
日
会
場
へ
。
問
前

園
☎
７
１
２
７ 

１
４
１
６

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト　

－

①
お
し
ゃ
べ
り
会
…
８
月
４
日
月　
10

時　

分
～　

時　

分
。
②
育
児
の
日

30

11

30
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妻の借金でも
  夫は支払う義務があるか

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　８月の新規利用者講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　各ルームの利用には、初回のみ本講習会の受講
が必要です。
○トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・毎週月木土…１０時、１５時３０分～
　・３日日…１５時３０分～、１７日日…１０時～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
    ・休館日（月曜日）以外 …１０時～、１５時３０分～

○リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　・２日土、６日水、９日土
　　　　…１１時、１３時３０分、１７時、１９時３０分～
※いずれも対象は満１６歳以上。運動のできる服装・室内
　用運動靴・タオルを持参
※月額使用料：市民１,３９０円、市民以外２,０８５円

妻に金融機関から多額
の借金があることが分

かりました。妻はそのお金
で宝石などの高額な装飾品
を購入していましたが、夫
の私にもこの借金を支払う
義務はありますか。
夫婦の財産について、
民法では、婚姻中に夫

婦それぞれの名義で取得し
た財産は、それぞれの特有
財産とする別財産制を原則
としており、これは債務に
もあてはまります。
　そのため、夫が妻の借金
の保証人になっている場合
などを除き、夫には妻の借

金の返済義務はないことに
なります。
　ただし、日常の家事によ
って生じた債務は夫婦が連
帯してその責任を負うとも
定められており、食費や被
服費、家賃、光熱費など、
家庭生活を営む上で必要な
費用の債務がこれにあたり
ます。
　判例では、何が日常の家
事に該当するかは、夫婦の
生活状況などを客観的に観
察し判断していますが、今
回のような高額な装飾品の
購入は、日常家事とはいえ
ません。

Ｑ

Ａ

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
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殴
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殴
殴
殴
殴
殴
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殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
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　「お試しであれば無料や格安」というサプリ
メントや化粧品、通信教育などの案内をテレ
ビやラジオ、新聞広告などでよく見ますが、
試供品を申し込んだはずが、その後も商品が継
続して届くという相談が寄せられています。

　気軽に申し込める反面、中には「商品到着
後に改めて断りを入れないと継続購入を了解
したものとみなす」とされる場合があります。
　そのため、申し込み前と商品到着後に、契
約の内容をよく確認することが大切です。
　また、インターネット広告を見て申し込ん
だ後に、連絡しようとしてもそのサイトや広
告そのものが見つからない場合もあります。　
　お困りの場合は、消費生活センターに相談
してください。

  　   　

　加藤 大  地 くん
だい ち

（H２５.９.２０生）
　

 保  登  田  晄  英 くん
ほ と だ こう えい

（H２３.９.７生） 
　

「お試し」や「格安」には落とし穴も

　

中
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
６
月　

日
に
、
陸
上
競

18

技
場
で
開
催
さ
れ
た
。
市
内　

校
か
ら
約　

人
の
生

11

600

徒
が
参
加
し
、
午
前
中
に
行
わ
れ
た
女
子
千　

メ
ー

500

ト
ル
で
大
会
記
録
が
９

年
ぶ
り
に
更
新
さ
れ
た

の
を
皮
切
り
に
、
４
種

目
で
大
会
新
記
録
が
樹

立
さ
れ
た
。

　

各
選
手
が
し
の
ぎ
を

削
り
、
南
部
中
学
校
が

７
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝

に
輝
い
た
。

好
記
録
の
連
続
に

　
　
　

今
後
の
活
躍
に
も
期
待

スタンドからは万雷の拍手と声援

　

今
年
も
「
大
賀
ハ
ス
」
が
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月

中
旬
頃
ま
で
関
宿
総
合
公
園
の「
夕
日
ケ
池
」で
色
鮮

や
か
に
開
花
し
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

平
成　

年
に
千
葉
市

10

か
ら　

株
を
譲
り
受
け

11

た
の
が
始
ま
り
。
昭
和

　

年
に
種
子
を
発
掘
し

26た
博
士
の
名
を
持
つ
こ

の
古
代
ハ
ス
は
、例
年
、

約　

株
か
ら
直
径　

セ

30

20

ン
チ
ほ
ど
の
大
輪
を
次

々
と
咲
か
せ
て
い
る
。

梅
雨
空
の
下
に
咲
き
そ
ろ
う

　
　
　
　
　

薄
紅
色
の
古
代
ハ
ス

２千年以上前の花の姿が今も



会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名
（
活
動
内
容
）・
活
動
予
定

日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女
問

わ
ず
）・
会
費
（
○月
 

は
月
会
費
、
○年
 

は
年

会
費
、
○入
 

は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー
ナ

ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た
教
室

の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す

◆
野
田
混
声
合
唱
団　

毎
週
鐘　

時
～

19

　

時
北
部
公
民
館
で
。主
に
ア
カ
ペ
ラ
。

21○月
 

千
円
。
畠
☎
７
１
３
８ 

３
５
６
６

◆
リ
バ
ー
ズ
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ　

毎
月
第
１
・
３
日　

時　

分
～　

時　

12

30

15

30

分
北
部
公
民
館
で
。
○月
 
　

円
。
寺
島
☎

500

　
 

３
１
０
８ 

８
７
１
６

090◆ 
幸  
友 
会（
和
裁
）　

毎
週
鐘　

時
～
正

こ
う 
ゆ
う

10

午
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。若
干
名
。○月
 

３
千
円
。酒
井
☎
７
１
３
８ 

１
４
１
３

◆
遊
a
n
d
愛
ダ
ン
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー（
社

交
ダ
ン
ス
）　

毎
週
鞘
上　

時
～　

時
中

19

21

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
初
心
者
・
中
級
者
。
○月
 

３
千
円
。

倉
持
☎　
 

６
４
７
１ 

９
１
３
２

090

◆
養
神
館
合
気
道　

毎
月
上
総
合
公
園

体
育
館
で
。第
１
・
３
は
９
時　

分
～　

15

10

時　

分
、第
２
・
４
は　

時　

分
～　

時

15

12

45

13

　

分
。
小
学
生
以
下
。
○月
 

３
千　

円
。

45

500

田
中
☎　
 

５
９
８
３ 

０
６
０
８

090

―

―

―

―

―

―

―

―

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　

熱
中
症
は
、
梅
雨
の
合
間
に
突
然
気

温
が
上
昇
し
た
日
や
、
梅
雨
明
け
の
蒸

し
暑
い
日
な
ど
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て

い
な
い
と
き
に
起
こ
り
や
す
い
と
い
わ

れ
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
最
も

多
く
発
生
し
ま
す
。

　

熱
中
症
の
原
因
は
、
気
温
や
湿
度
が

高
い
状
況
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、
体
温
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

　

症
状
は
、め
ま
い
や
手
足
の
し
び
れ
、

頭
痛
や
吐
き
気
、 
倦  
怠 
感
に
加
え
て
、

け
ん 
た
い

重
症
に
な
る
と
意
識
障
害
、
け
い
れ
ん

な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
熱
中
症
の
予
防
に
は
、
次
の

点
が
重
要
で
す
。

○
室
内
で
は
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を

上
手
に
利
用
す
る

健
康
体
操
で
い
き
い
き
と

　

市
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
中
島
一
郎

氏
（
国
際
武
道
大
学
大
学
院
研
究
科

長
）
に
よ
る
「
楽
し
く
運
動
、
楽
し

く
健
康
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
会

と
実
技
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
８
月　

日
月
９
時　

分
～

18

30

　

時　

分

11

30

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

 
暑
さ
対
策
や
水
分
補
給
で

　
　
　
　

熱
中
症
の
予
防
をを　

◆ 
陶  
呂 （
陶
芸
）　

毎
月
第
１
・
３
・
４

と
う 
ろ

鐘
９
時
～　

時　

分
中
央
公
民
館
で
。

18

30

女
性
。
○月
 

千
円
。
○入
 

４
千
円
。
東
條
☎

７
１
２
９ 

８
２
８
６

◆
中
央
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ　

毎
週
鐘　
19

時
～　

時
関
宿
複
合
セ
ン
タ
ー
で
。
○月
 

21

２
千　

円
。
○入
 

千
円
。
千
葉
☎
７
１
９

500

８ 

２
９
８
６

◆
ず
い
ひ
つ
流
星
の
会　

毎
月
第
３
日

９
時
～
正
午
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
柏
市
）
で
。

作
品
合
評
と
冊
子
の
発
行
。
○月
 

千
円
。

○年
 

２
千　

円
。
荒
井
☎
７
１
２
２ 

１

500

４
２
４（　

時
以
降
）

18

◆（
公
財
）日
本
民
謡
協
会
よ
も
ぎ
支
部

　

毎
週
醤　

時
～　

時
清
水
正
光
館
で
。

13

15

津
軽
三
味
線
と
民
謡
。
幼
児
も
可
。
○月
 

４
千
円
。木
原
☎
７
１
２
５ 

５
６
２
９

◆ 

日
本
空
手
道
協
会
志
栄
館　

毎
週

日
鉦　

時
～　

時
。日
は
春
風
館
道
場
、

16

18

鉦
は
清
水
台
小
学
校
で
。
田
崎
☎　
 080

５
４
４
５ 

２
２
５
４

◆
秀
彩
会（
水
彩
画
）　

毎
月
第
２
・
４

日
９
時　

分
～　

時　

分
川
間
公
民
館

30

11

30

で
。
○月
 

千　

円
。
越
中
☎
７
１
２
９ 

500

０
７
５
３

◆
ひ
ま
わ
り
卓
球
ク
ラ
ブ　

毎
週
鐘　
14

時
～　

時
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
。

16

初
心
者
・
中
級
者
。○月
 

千　

円
。○年
 

千　

200

500

円
。山
岸
☎　
 

８
７
６
０ 

２
３
６
９

090

◆
関
宿
太
極
拳
サ
ー
ク
ル　

毎
週
鍾　
19

時
～　

時
関
宿
中
央
公
民
館
で
。　

歳

21

19

以
上
。
○月
 

２
千
円
。
菅
原
☎
７
１
９
８

 

１
７
７
１ ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○
外
出
時
は
、帽
子
や
日
傘
の
着
用
、日

陰
の
利
用
な
ど
、直
接
日
光
に
当
た
ら
な

い
よ
う
に
し
、休
憩
を
ま
め
に
と
る

○
こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分
を
補
給
す
る

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５ 

１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
９
８ 

５
０
１
１　

―

―

　

市
は
、　

月　

日
鞘
ま
で
、
市
内
指

10

31

定
医
療
機
関
で
健
康
診
査
と
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
診
す
る
方
は
、
送
付
さ
れ
た
受
診

券
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関（
予
約
が
必

要
な
場
合
あ
り
）へ
受
診
券
、健
康
保
険

証
を
持
参
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
中
で
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、各
保

健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

   
ま
た
、土
、日
曜
日
に
利
用
で
き
る
医

療
機
関
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
と
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
特
定
健
康
診
査　

平
成　

年
４
月
１

26

日
か
ら
受
診
日
ま
で
継
続
し
て
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る　

歳
以
上　

40

75

歳
未
満
の
方（
４
月
２
日
以
降
の
加
入
者

は
、
新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
）。　

円
800

◆
後
期
高
齢
者
健
康
診
査　

後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

（
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、
認
定
を
受

け
た　

歳
以
上
の
方
を
含
む
）。
無
料

65

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）　

受
診
券
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
欄
に 
○ まる

印
が
つ
い
た
、　

歳
以
上
の
市
民
で
検

40

診
未
受
診
の
方
（
現
在
、
肝
炎
治
療
中

の
方
や
経
過
観
察
中
の
方
は
除
く
）。千

円
（
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
と
生
活

保
護
受
給
者
の
み
免
除
）

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５ 

１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
９
８ 

５
０
１
１　

―

―

健
診
な

ど
の
受
診
は　

月　

日
ま
で

10

31

【
場
所
】市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
定
員
】先
着　

人
80

【
持
ち
物
】飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動

の
で
き
る
服
装

【
申
込
み
と
問
合
せ
】７
月　

日
鍾
か

22

ら
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
２
５ 

１
１
８
８
、関
宿
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
７
１
９
８ 

５
０
１
１
へ

―

―



日 
程

８
月　

日
水

２７

８
月　

日
木

２８

９
月　

日
金

１２

９
月　

日
木

１８

９
月　

日
金

１９

内　
　
　

容

保
存
食
を
お
い
し
く

パ
パ
っ
と
料
理

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
予
防

転
ば
ぬ
先
の
ロ
コ
モ

予
防

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
予
防

会　

場

福
田
公
民
館

川
間
公
民
館

東
部
公
民
館

保
健
セ
ン
タ
ー

南
部
梅
郷
公
民
館

■日程と会場

３４３
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

機
能
性
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア

　

皆
さ
ん
は
、「
食
後
の
も
た
れ
感
が
つ
ら
い
」、「
食

後
に
お
腹
が
は
る
」、「
み
ぞ
お
ち
が
痛
い
」、「
み
ぞ

お
ち
の
焼
け
る
感
じ
が
す
る
」
な
ど
の
症
状
を
経
験

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
数
か
月
続
い
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
繰
り
返
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
胃
カ

メ
ラ
や
バ
リ
ウ
ム
検
査
を
受
け
て
も
原
因
が
は
っ
き

り
し
な
い
場
合
、
機
能
性
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

機
能
性
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
の
原
因
は
、
胃
や
十
二

指
腸
の
運
動
機
能
異
常
、
胃
酸
や
脂
肪
な
ど
に
対
す

る
知
覚
過
敏
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
と

考
え
ら
れ
、
複
数
の
原
因
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
に
は
、
胃
の
運
動
機
能
を
改
善
さ
せ
る
薬
や

胃
酸
分
泌
を
抑
え
る
薬
の
服
用
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌

療
法
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
、
機
能
性
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
専
用
の
新
薬
も

発
売
さ
れ
、
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
診
の
胃
カ
メ
ラ
な
ど
で
、「
異
常
な
し
」
の
結
果

で
あ
っ
て
も
長
引
く
胃
の
不
調
が
あ
る
場
合
は
、「
気

の
せ
い
か
な
？
」
と
か
「
神
経
質
な
だ
け
か
な
？
」

と
は
思
わ
ず
に
医
療
機
関
へ
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
・
Ｙ
）

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時（毎日）
怯休日急患歯科診療…９時～正午（休日のみ）

て
い
る
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
「
健
康
づ
く
り

料
理
講
習
会
」
を
左
表
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話

か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

管
理
栄
養
士
や
保
健
師
も
参
加
し
、
健
康
管
理
に

つ
い
て
の
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

【
時
間
】
各
回
９
時　

分
～　

時　

分

30

13

30

【
対
象
と
定
員
】
市
民
で
、
自
身
で
調
理
で
き
る
方

各
回
先
着　

人
20

【
費
用
・
持
ち
物
】　

円
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

300

筆
記
用
具

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
、乳
が
ん（
視

30

39

触
診
）検
診
を
市
内
実
施
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。

　
　

歳
の
方
と
登
録
者
に
は
、
７
月
中
旬
以
降
に
受

30
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
券
を
持
参
の

上
、
受
診
券
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
乳
が
ん
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
や

最
後
に
検
診
を
受
け
て
か
ら
３
年
以
上
過
ぎ
て
い
る

方
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
８
月
１
日
鞘
～　

月　

日
鞘
（
休
診
日
を

10

31

除
く
）

【
対
象
】　

歳
～　

歳
の
方（
平
成　

年
３
月
末
現
在
）

30

39

27

【
費
用
】　

円
400

※
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
と
生
活
保

護
受
給
者
は
、
費
用
が
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
診
す
る

前
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

「
食
事
の
工
夫
で
疲
れ
目
ス
ッ
キ
リ　

」
を
テ
ー

!!

マ
に
、
目
の
健
康
と
食
生
活
に
関
す
る
管
理
栄
養
士

の
講
話
と
調
理
実
習
を
行
う
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
を
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
７
月　

日
鍾
か
ら
８
月　

日
鞘
ま
で

22

15

に
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
８
月　

日
鞘
９
時　

分
～　

時　

分

22

30

13

30

【
対
象
】
市
民
で
自
身
で
調
理
で
き
る
方

【
定
員
】
先
着　

人（
申
し
込
み
者
の
み
参
加
可
能
）

24

【
費
用
・
持
ち
物
】　

円
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

300

乳
が
ん
の
早

期

発
見
を
視
触
診
検
診
で

　
　
　
 　
 
～　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
女
性
が
対
象
～

３０

３９

筆
記
用
具

体
操
な
ど
で
運
動
機
能
維
持
を

　

関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
理
学
療
法
士
の
指
導
の

も
と
、
適
度
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
を
行
い
運
動
機
能
の
維
持
と
向
上
を
目
指
す

「
ち
ゃ
れ
ん
じ
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
７
月　

日
鍾
か
ら
８
月　

日
鞘
ま
で

22

15

に
電
話
か
直
接
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
９
月
１
日
～　

月　

日
の
鉦（
全　

回
）、

12

15

12

　

時　

分
～　

時　

分

13

30

15

30

【
対
象
】　

歳
～　

歳
の
市
民
で
、
ひ
と
り
で
は
運

40

64

動
を
始
め
ら
れ
な
い
方
や
家
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が

多
い
方

【
定
員
】
先
着　

人（
初
め
て
申
し
込
む
方
を
優
先
）

15

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

中毒
１１０番

◯外
 

＝
外
科　

◯内
 

＝
内
科　

◯産
 

＝
産
婦
人
科

　（財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒な
どで起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒１１０
番（３６５日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５日
９時～２１時）＝☎０２９（８５２）９９９９

◎休日当番医の診療時間は、外科・産婦人科＝９時～２２時（１６時～１９時除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）です。
　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
８
月
２
日
土
・　

日
土
・　

日
土　

時　

分
～　

１６

２３

１８

３０

２０

時　

分
／
木
間
ケ
瀬
公
民
館
＝　

日
日　

時
～　

時　

分
／
榎
本
政
幸
☎
７
１
２
５
－
３
０
５
０

３０

１０

１３

１５

３０

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…　

日
・　

時
間
対
応
／

３６５

２４

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎　
（　

）９
９
２
２（
無
料
）

０７２
７２６

◎
こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
…
毎
日
夜
間
対
応
／　

時
～　

時
／

１９

２２

☎
♯
８
０
０
０（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は　
（　

）９
９
３
９
）

０４３
２４２

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※　HIV抗体（エイズ）検査は、ク

ラミジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型
肝炎の検査も同時に検査でき
ます

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談乳がん検診栄養･歯科乳幼児健診

両親学級予防接種

8
月

受付：
９時３０分
　～１１時３０分

受付：
９時～１０時３０分
１３時～１４時３０分

対象：５０歳以上の
　　 女性

※受診券に記載され
た受診日と受付時
間の変更には連絡
が必要です

【歯科の受付時間】
受付：１０時～１１時
　　  １３時～１４時

【離乳食講習会】
１３時３０分～１５時３０分

【栄養相談会】
１０時～１６時
（１２時～１３時除く）
※１９日は予約者優先

（健診は個人通知）
３歳児健康診査は３歳
６か月で通知

５歳児健康診査は、幼
稚園や保育所などで健
診を受ける機会のない
幼児（申込制）

両親学級の申し込みは
電話で

受付：ＢＣＧ予防接種
＝１３時１５分～１３時４５分

会場：下記会場

麻しん風しん混合、ジ
フテリア百日せき破傷
風、ジフテリア破傷
風、日本脳炎、不活化
ポリオ、四種混合は各
医療機関で実施中

会場：下記会場会場：下記会場会場：下記会場会場：下記会場

関宿保健センター栄養相談会
（保健センター）金１

土２
◯外 ＝野田中央病院（緯７１２２－６１６１）／◯内 ＝小澤医院（緯７１２２－３９８０）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日３

２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）

ＢＣＧ予防接種
（保健センター）月４

関宿保健センター栄養相談会
（関宿保健センター）

１歳６か月児健康診査
（保健センター）火５

ＨＩＶ抗体（エイズ）検査１３時３０分～
１４時３０分（予約制・匿名・無料）※

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査
（保健センター）水６

谷吉会館保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）木７

精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）保健センター関宿保健センター金８

土９
◯外 ＝東葛クリニック野田（緯７１２４－３１０１）／◯内 ＝豊泉医院（緯７１２９－３８１３）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日１０

月１１
火１２
水１３
木１４
◯外 ＝山崎外科内科（緯７１２２－２３５９）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）金１５

土１６
◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝石井医院（緯７１２２－２４３４）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日１７

月１８
保健センター栄養相談会

（保健センター）
１歳６か月児健康診査
（保健センター）

ＢＣＧ予防接種
（関宿保健センター）火１９

ＨＩＶ抗体（エイズ）検査９時～１０時
（予約制・匿名・無料）※

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査
（保健センター）水２０

精神障がい回復者グループ小枝の会
１０時～正午（予約制）島会館

すくすく（低出生体重
児）健康診査（保健セ
ンター） 
１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）

木２１

金２２
土２３
◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝鈴木医院（緯７１２４－５６８３）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）日２４

保健センター５歳児健康診査
（保健センター）月２５

精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）

３歳児健康診査
（保健センター）火２６
３歳児健康診査
（保健センター）水２７

七光台会館離乳食講習会
（保健センター）

３か月児健康診査
（関宿保健センター）木２８

保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

両親学級コースⅡ
（保健センター）
３歳児健康診査
（関宿保健センター）

金２９

土３０
◯外 ＝門倉医院（緯７１２４－５３１１）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）日３１



鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫

○
生
き
物
や
食
品
な
ど
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん

※
８
月　

日
号
か
ら
「
譲
り
ま
す
」
の
連

１５

絡
・
交
渉
開
始
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月　

日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

祝
日
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収
な　
　

ど

 

◆
ご
み
収
集
＝
８
月
は
通
常
通
り
収
集

す
る
予
定
で
す

◆
資
源
回
収
＝
８
月
は
通
常
通
り
回
収

す
る
予
定
で
す

○
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時
資

源
回
収
日
時
＝
７
月　

日
醤
、
８
月　

27

24

日
醤
９
時
～
正
午
と　

時
～　

時

13

16

※
回
収
場
所
…
再
資
源
化
事
業
協
同
組

合（
西
三
ケ
尾　
 

２
）、旧
関
宿
ク
リ
ー

410

ン
セ
ン
タ
ー（
古
布
内
１
９
４
０ 

１
）

【
問
合
せ
】  
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８ 

１
０
０
１
／
資
源
回

収
、
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時

資
源
回
収
日
時
は
清
掃
計
画
課

―

―

―

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
用
品
提
供
者
は
、
希
望
者
か
ら
の

連
絡
が
な
い
場
合
も
、
市
報
掲
載
後
１

か
月
間
は
家
庭
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い

○
不
用
品
の
引
き
取
り
は
、
提
供
者
と

希
望
者
の
間
で
、
責
任
を
持
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い

○
提
供
者
は
、
複
数
の
希
望
者
か
ら
の

連
絡
を
受
け
た
場
合
で
も
、
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い

　

目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
譲
り
ま
す
」
の
連
絡
・
交
渉
の
開
始
日
は
、
公
平
性
を
期
す
る
た
め
、　

日
２０

か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
【
譲
り
ま
す
】

品　

物　

名

囲
碁
用
品

太
極
拳
用
品

希
望
金
額

無
料

無
料
か
安
価

備　
　
　
　

考

碁
盤
、
碁
石
、
碁
笥

剣
、
扇
、
衣
装
な
ど
、
練
習
用

で
も
可

連　
　

絡　
　

先

棚
橋
緯
７
１
２
９
・
３
７
０
８

取
り
に
伺
い
ま
す

中
川
緯　
・
５
５
０
０
・
８
９
０
０

070

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
申
込
方
法

　

提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記
入

し
て
、
〒　
 

８
５
５
０
野
田
市
役
所

278
―

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

品　

物　

名

1
人
用
ソ
フ
ァ

布
団
乾
燥
機

腕
時
計

脂
肪
計
付
き
ヘ
ル

ス
メ
ー
タ
ー

３
Ｄ
搭
載
歩
数
計

キ
ッ
チ
ン
シ
ー
ラ
ー

冷
凍
冷
蔵
庫

ミ
ニ
耕
う
ん
機

水
道
用
ホ
ー
ス

コ
ー
ド
リ
ー
ル
付

き
耐
圧
ホ
ー
ス

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

購
入
年

平
成　

年
16

ご
ろ

平
成　

年
19

平
成　

年
18

ご
ろ

平
成　

年
20

平
成　

年
22

ご
ろ

不
明

不
明

平
成　

年
21

ご
ろ

平
成　

年
24

平
成　

年
25

平
成　

年
19

ご
ろ

不
明

希
望
金
額

無
料

３
千
円

２
千
円

千
円

　

円
500

　

円
500

　

円
500２

万
円

　

円
500千　

円
500

　

円
100１

万
円

備　
　
　

考

　

㎝
×　

㎝
×　

㎝

100

100

90

三
菱
製
、
Ａ
Ｄ   
― 

Ｐ　

Ｌ
Ｓ
、

80

幅　

㎝
×
奥
行
き　

㎝
×
高

38

16

さ　

㎝
、取
扱
説
明
書
あ
り

31
マ
リ
オ・ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
、

紳
士
用
、
電
池
切
れ

タ
ニ
タ
製
、
Ｔ
Ｂ
Ｆ   
― 　

、幅
511

　

㎝
×
奥
行
き　

㎝
×
高
さ

30

34

７
㎝
、
取
扱
説
明
書
あ
り

タ
ニ
タ
製
、Ｆ
Ｂ   
― 　

、幅
3
・

724

５
㎝
×
奥
行
き
６
㎝
×
高
さ

１
㎝
、
取
扱
説
明
書
あ
り

東
芝
製
、Ｍ
Ｆ   
― 　

Ｖ
、幅　

20

35

㎝
×
奥
行
き　

㎝
×
高
さ
９

16

㎝
、
取
扱
説
明
書
あ
り

シ
ャ
ー
プ
製
、Ｓ
Ｊ   
― 

９
Ｍ

Ｊ
、　

リ
ッ
ト
ル
、幅　

㎝
×

89

45

奥
行
き　

㎝
×
高
さ　

㎝

50

99

ホ
ン
ダ
製
、Ｆ
Ｇ　

、空
冷
４
ス

201

ト
ロ
ー
ク
単
気
筒
、幅　

㎝
×

48

高
さ　

㎝
×
長
さ　

㎝
、重
量

99

105

　
　

、取
扱
説
明
書
あ
り

17
kg

長
さ　

ｍ
、内
径　

亜
×
外
径

25

15

　

亜
、
耐
圧
で
な
い
も
の

20ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
製
、長
さ

　

ｍ
、内
径
９
亜
、防
藻
機
能

15付
き

コ
ン
ビ
製

東
芝
製
、
Ａ
Ｘ　

Ｌ
Ｓ
、
W

740

i
n
d
o
w
s
７（
認
証
済

み
）、
メ
モ
リ
は
１
・
５
Ｇ
Ｂ

に
拡
張
済
み

連　

絡　

先

村
松
緯　
・
９
８
４
８
・
５
１
８
３

090

取
り
に
来
ら
れ
る
方

千
葉
緯　
・
３
０
０
９
・
７
６
８
７

090

取
り
に
来
ら
れ
る
方

山
屋
緯
７
１
２
７
・
５
０
７
６

染
谷
緯　
・
６
３
４
９
・
２
９
２
４

090

（　

時
以
降
）

19

品　

物　

名

ベ
ビ
ー
バ
ウ
ン
サ
ー

剣
道
用
品

購
入
年

平
成　

年
19

不
明

希
望
金
額

無
料

無
料

備　
　
　

考

防
具
（
面
、
小
手
、
胴
、
垂

は
、
破
損
補
修
済
み
）、
稽
古

着
１
着
、
袴
２
着
（
ネ
ー
ム

入
り
、洗
濯
済
み
）、木
刀（
大
・

小
・
素
振
り
用
）、防
具
袋
・
竹

刀
袋
（
一
部
破
損
あ
り
）、
竹

刀
２
本

連　

絡　

先

荒
井
緯
７
１
６
９
・
３
３
８
３

（　

時
以
降
）

19
戸
田
緯
７
１
２
５
・
４
７
３
１

（　

時
～　

時
）

17

18

で
。
言
語
療
法
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７
１

２
９ 

１
６
５
５

◆
献
血
に
ご
協
力
を　

７
月　

日
日　

27

10

時
～　

時（　

時　

分
～　

時
を
除
く
）

16

11

45

13

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
野
田
七
光
台
店
で
。
全

血
の
み
。
問
社
会
福
祉
課

―

相
談
な
ど

◆
野
田
失
語
症
友
の
会　

８
月
４
日
月

　

時　

分
～　

時　

分
中
央
公
民
館

13

30

15

30

会
議
な　
　

ど

 

の
傍
聴

◆
野
田
市
総
合
計
画
審
議
会　

７
月　
25

日
金　

時　

分
か
ら
市
役
所
８
階
大
会

13

30

議
室
で
。先
着　

人
程
度
。手
話
通
訳
・

15

要
約
筆
記
が
必
要
な
方
は
７
月　

日
金

18

ま
で
に
企
画
調
整
課
へ
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